
「子ども食堂、子どもの居場所
　　づくりをすすめよう！
　　　～松戸市の実践から～」

　　　　「協働のまちづくりセミナー」参加者募集！

令和6年2月4日（日）14時～16時30分

八街市中央公民館　大会議室

子ども支援に関心がある方、自治

会関係者、学校関係者、民生委員

児童委員、青少年相談員、事業者

八街市市民協働推進課

５０名（先着）

受付開始１３時３０分～

参加費
無料！

日　時

主催

定員

協働のまちづくりPiTへ

電話またはメールで

    043-312-2012
   kyodo-team
  @city.yachimata.lg.jp

申込締切

１月２６日(金) １７時

事前申し込み

対象

髙橋　亮さん
こがねはら子ども食堂代表、　

まつど子ども食堂の会代表、　　

とうかつ草の根フードバンク事

務局長、千葉県子ども食堂連絡

会代表、松戸市子どもの学習支

援事業（2教室運営責任者）、

NPO法人Matsudo子ども未来with 

us代表理事

髙橋さんの講演
松戸市内のすべての小学校区に、子ども食堂や子ども
の居場所を作るための支援活動をとおして、地域で取
りこぼされる子どもが一人でも減る活動をされていま
す

子ども支援に関わるきっかけ、次々と新しい活動
を生み出されて取り組まれている活動内容

市内でのネットワークづくり、居場所づくりで出
会った子どもたちの話

事例発表（八街市内の活動団体）　

1. smile peace 子供育成会　大塩将司さん

2. in86s（いんぱるす）  太田蒔子さん

※手話通訳・子どもの託児（1歳

児から未就学児）をご希望の方

は申込時にお伝えください。

講　師

場　所

講演内容

事例発表団体の紹介は裏面をご覧ください

※メールにはお名前、
連絡先をご記入くださ
い

しょうじ

まきこ



事例発表団体の紹介

　私たちは「八街市の10代が自らの生き方を選択できる環境づくり」を目指しています。ここには決められたプ
ログラムはありません。勉強をするもよし、寝転がってのんびり過ごすもよし、何もしないもよし。悩みを誰かに
相談したいときは、スタッフが子どもの言葉に耳を傾け、じっくり対話をします。「ナッツアップ？」は中高生が自
分らしい日常が送れるようサポートします。

開館日　　　毎週水曜日・木曜日

開館時間　 デイタイム（10：30～14：30）

　　　　　　　学校に行きたくても通えない中高生世代を対象に受け入れます。
　　　　　　　　利用前には本人及び保護者の方に施設の見学とスタッフとの面談を　
　　　　　　　　お願いしています。

　　　　　　  アフタースクール（15：00～20：00）
　　　　　　　　放課後の時間に中高生が自由に利用することができます。
　　　　　　　　また、中高生の新しい挑戦を応援する場所でもあります。

利用対象　　八街市在住、在学、在勤の中高生世代

利用にかかる料金　　無料

お問い合わせ　in86s.yachimata@gmail.com
  　　　　　　　　　043-312-9821（開館時間のみ対応可能）

住所　　　八街市八街ほ240-32　総武住販2階

後援　　　八街市、八街市教育委員会、八街市社会福祉協議会

コミュニティ活動

smile peace 子供育成会　大塩　将司

子どもたちのために何かをしたい

　私が小学校のPTA会長をしていた時、いろいろな学
校行事が無くなったことから、賛同する方たちと「子
供の会」を立ち上げて活動を始めました。また、子ども
たちだけでなく、地域の方たちも一緒に活動してもら
うことで、子どもたちを守る防犯の目が増え、地域ぐ
るみで子育てすることが目的です。

年齢関係なく、地域の方も一緒に交流

　子ども食堂は子どものみが対象というイメージがあ
りますが、目指しているのは「食卓を皆で囲むことの
大切さ」です。ご自身の小さい時の「食事はひとりだと
つらい」体験が活動の背景にあります。食卓の大切さ
を伝えるのはなかなか難しく、近所の方との交流も少
ないため、あえて『子供食堂』の名前は付けず、「満腹
食堂」としています。

　また、お手伝い頂ける方には「やらなきゃではなく、
楽しいからやりたい」を大切に参加していただいてい
ます。

たまにはリフレッシュ

夏祭りや大人の部活動（バレーボール、プラモデルな
ど）にも取り組んでいます。特に部活動は、子育て世代

の息抜きの場として、お子さんを「子供の会」で預かり、
子育てをたまにはお休みしてリフレッシュしてもらう
取り組みです。もちろんお子さんも部活動に加入でき
ます。

子育ては気兼ねなく

　育児、子育てを周囲の目を気にしないでできる戸建
てを貸し出す計画を進めています。「住む所が決まら
ないと何も始められない」という考えから、気兼ねな
く子育てをしてもらえる場所を提供したいと考えてい
ます。

満腹食堂で用意された「ライス・パフェ」

子どもたちが自由にトッピング

「満腹食堂」
　活動日：　月1回（第３日曜日）

　活動場所： 自宅、集会所など

中高生の居場所　「ナッツアップ？」

in86s（いんぱるす）　太田　蒔子


